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立 神 峡 里 地 公 園 だ よ り立 神 峡 里 地 公 園 だ よ り

　蝉の声が聞こえ、夏の訪れを感じ始める 7月、森のようちえんでは、じゃがいも掘り・さつまいも苗植え・
七夕などの行事を行いました。
　じゃがいも掘りは、子どもたちだけでなく、お父さん・お母さんも楽しく収穫をされ、さつまいもの苗
植えでは、じかに手で穴を掘り「おいしくなーれ」とみんなで願いながら苗植えを行いました。
　土と触れ合い、楽しみながら食を学ぶ一環として、今後も森のお散歩と併せて活動を行う予定です。
　また、木・土・日は、ふくろう館の子育て支援ルームが利用できますので、お気軽に遊びにお越しください。

内容についての詳しいお問い合わせ・お申し込みの受付先
立神峡公園管理棟　担当：東　☎0965－62－1543

森のようちえん”りとろ”だより森のようちえん”りとろ”だより

▲おいしいじゃがいもがどっさり！ ▲どんなお願いをしたのかな？

活動報告

【さとやま食卓塾】
　8月の食卓塾はお休みとなりますが、9月は豆腐
作りを予定しています。

【天然塩作り体験会】
と　き：8月7日（日）　10時～13時
内　容：日本の中でも屈指の美しい透明度を
　　　　持つ、天草の海水からミネラルたっ
　　　　ぷりの塩をつくります。できたての
　　　　天然塩を使った昼食付です。
参加費：親子2名1組3,000円、大人単独2,500円
　　　 （かまど炊おにぎりの昼食付）

【マーブリング体験】
と　き：8月16日（火）～19日（金）
　　　　①10時～　②13時～（1時間程度）
内　容：水の中に色を落とし、筆では書くこ   
　　　　とのできない、不思議な色彩を楽し
　　　　みましょう。
参加費：500円

【木育体験会】
と　き：8月21日（日）　10時～12時
内　容：木に触れ感じることで、自然環境の
　　　　大切さ、もの造りの楽しさを体験し
　　　　ます。今回は、親子でマイスプーン
　　　　を作ります。
参加費：親子2名1組2,500円、大人単独2,300円
　　　  （スプーン2本作製、飲み物と季節の
　　　　おいしいデザート付）

【ステンドグラス入門体験会】
と　き：8月25日（木）　10時～12時
内　容：ステンドグラスで使う本物の色つき
　　　　ガラスで、その美しさに触れること
　　　　ができます。ガラスは、下処理して
　　　　ありますので安全です。
参加費：親子2名1組2,500円、大人単独2,300円
　　    （飲み物と季節のおいしいデザート付）

【大道芸人ぼびーがやってくる！】
と　き：8月27日（土）・28（日）　10時～
内　容：パントマイム・ジャグリングなど
　　　 （火の広場周辺）
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